
深谷市「七つ梅」酒蔵跡地の開発 

 

・所在地： 埼玉県深谷市深谷９―１２   深谷駅から近く、旧中山道沿い 

・由来： 元禄９年（１６９４年）に近江の人がここに酒蔵七つ梅を開設。七つ梅は江戸時代の代

表的な酒として流通。しかし２００４年に廃業に至った。ここに、地域コミュニティの映画館、

深谷シネマが土地所有者と移転立地することで合意。するとその後、周囲に色々な店やギ

ャリリーなどが立地し、深谷市における一大観光拠点が形成されていった。なお深谷シネマ

は年間 2 万４～５千人の観客数がある。 

・面積： 約９５０坪 

・運営管理： （一社）まち遺し深谷 

・課題： 土地所有者が亡くなられその相続問題が発生。（一社）まち遺しがそれを買い取る方

向を検討している。さらに深谷市が土地区画整理事業を検討しており、今後いかに存続さ

せるかが課題になっている。 

 

 

 

 

 

 



 


